
た
わ
り
、
親
切
に
し
て
あ
げ
る
と

地
所
所
可
一

リ
ー
一
大
変
喜
ば
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
万

所

同

役

席

五

一

2

印

日

一
で
つ
ぎ
の
と
と
を
実
行
す
る
と
と

行
市
有
じ
吉
一

村
市
っ

こ

も
に
、
と
し
よ
り
に
感
謝
い
た
レ

発

軟

村

折

五

一ま
し
ょ
う
。

一
一
九
則
一
①
養
老
施
設
お
よ
び
老
人
世
帯
一

正
レ
い
乳
児
の
健
康
管
理
と
母

一な
ど
者
訪
問
し
て
慰
問
い
た
し
ま
一親
の
育
児
知
識
の
普
及
ぞ
は
か
り

H
H
H
U
H
-
H
H
一し
よ
う
。

一
母
子
衛
生
の
向
上
を
期
す
る
た

一
②
「
と
し
よ
り
」
に
慰
安
の
手
一め
、
と
の
た
び
長
崎
県
、
畏
崎
県

お

と

し

よ

り

を

中

心

に

す

詳

抗

日

会

合

の

機

一心

問

視

片

山

税

庁

ー

一

会

を

つ

く

り

、

意

見

や

希

望

な

ど

一
の
検
診
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
該

ふ

ん

囲

気

を

い

川

口

一

を
聞
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

一当
者
は
も
れ
な
く
参
加
し
て
く
だ

一
④
家
庭
を
中
心
に
家
中
そ
ろ
っ
一
き
い
。

一て

「
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
一ム
九
月
二
十
二
日
(
受
付
は
午
前

料
金
は
半
額
サ
ー
ビ
ス

一あ
り
が
さ
つ
」

の
趣
旨
で

護

団

一

十
時
か
字
二
時
ま
で
)

同
サ
ー
ビ
ス
券
は
、
市
福
祉
事
一
月
ん
の
雰
囲
気
を
つ
く
り
ま
し
ょ
玄
場
所

大
村
保
健
附

務
所
お
よ
び
西
大
村
、
竹
松
、

一う。

一
A
参
加
資
格
昨
年
九
月
一
日
か
一

松
原
出
強
聖
書
し
て
あ
り
↑
な
お
、

各
地
区
で
は
婦
人
会
、
一

長

年

八

月

一

ニ

土

星

で

に

一

市

内

竹

松

地

区

に

つ

ぎ

の

と

お

ま
す
の
で
、
お
受
取
り
く
だ
さ
一
青
年
団
E
ど
こ
よ
J
慰
安
会
、
そ
一

出
生
し
た
乳
児
。

一

り

ニ

カ
所
公
衆
電
腎
書
簡
し
ま

一の
他
の
?
引
事
炉
行
な
わ
れ
ま
一

当
日
ま
午
日
中
日
定
、
午
後
診
一
大
村
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

・
ピ
ル
一
と
の
臼
は
全
日
本
空
輸
の
行
事
一
し
た
の
で
、
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

お
と
し
よ
り
は
、
み
ん
な
が
い

一

す

。

(

福

祉

事

務

所

)
;i
L行
り

ま

す

の

一と
大
村
簡
光
協
会
で
は
九
月
二
十
一
と
し
て
、
百
機
長
、
ス
チ
ユ
ワ
一

A
竹
松
原
口
十
字
路
、
古
瀬
飼

-

』

し

一日
が
航
空
日
と
な
っ
て
い
る
と
と
一

l
デ
ス
が
福
岡
か
ら
定
期
便

で

将

官

(

喜

竹
松

一
四
O
番
)

一ろ
か
ら
。
航
空
祭
る
悼
す
と
と
一
ん
で
く
あ
と
と
に
な
っ
て
い
ま
一

A
宮
小
開
発
電
所
社
宅
入
口
、

P
I
P
-
品

一

に

な

り

ま

し

た

。

一

す

。

一照
食
料
品
庖
(
電
話
竹
松
一
四
八

き

れ

い

な

環

境

で

…

一
乙
れ
は
全
国
的
に
航
空
に
関
係
一
言
ま
た
二
十
日
は
午
後
七
時
室
、一

審

)

(

大
村
電
報
室
開
)

一
あ
る
民
間
空
港
が
主
と
な
っ
て
行

一
航
空
に
ち
な
ん
だ
。
映
画
の
タ
ム
部
隊
内
売
底
職
員

さ

わ

や

か

な

秋

を

一

一
な
う
空
の
祭
典
と
い
う
よ
う
な
も
玄
中
央
公
民
舘
で
捕
し
ま
す
。
一
を
募
集
日
日
ま
で

一
の
で
、
航
空
思
掴
の
普
及
と
い
う

一

な
お
、
前
夜
祭
の
ダ
ン
ス
パ

i
一
防
衛
庁
共
済
組
合
大
村
支
部

一
の
が
ね
ら
い
で
あ
り
ま
す
。

一
テ
イ
は
大
村
駅
前
県
営
パ
ス
営
業
一
(
大
村
部
隊
厚
生
科
内
)
で
は
同

秋
の
大
掃
除
幕
一
実

施

要

領

一

A
屋
外
広
告
物
の
美
化
整
理
、
期
一
大
村
空
港
で
は
、
海
上
自
衛
隊
斎
君
臨
時
パ
ス
が
午
後
四
時
五

一組
合
言
職
員

皇

賞

一

名

)

内
一
斉
に
つ
ぎ
の
要
一

ム
家
の
周
辺
、
道
路
、

排
水
溝
、
一

閉
経
過
、
木
許
可
広
告
物
の
撤
去
一
大
村
航
空
隊
な
ど
の
協
力
で
十
九

一十
分
か
ら
三
十
分
お
き
に
空
港
ま
一
毒
襲
し
て
い
ま
す
。
資
格
は

領

で

実

号

ま

す

の

一

便

所

の

清

掃

一

合

み

搬

出

区
域
内
で
大
掃
一
日
午
後
七
時
か
ら
航
空
祭
ダ
ン
ス

一で
運
行
さ
れ
ま
す
の
で
利
用
さ
れ
夏

卒

二

十

二
イ
ま
で
の
女
性
、

で
市
民
の
皆
さ
ん
の
一

A
便
所
凶
取
口
ふ
た
の
完
備
、
ど
一
除
の
た
め
多
量
に
出
た
、
ご
み
、
一

・
パ
ー
テ
ィ
(
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ピ
一
る
と
便
利
で
す
。

一
珠
算
四
級
以
上
で
、
希
望
者
は
履

ご
協
力
を
お
願
い
し
一
み
箱
、
肥
料
溜
に
完
全
な
ふ
た
の
一
空
父
、

茶
わ
ん
の
か
け
ら
な
ど
一ル
)
土
十
日
は
空
港
、
航
空
陸
一
(
大
村
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
・

一
歴
書
、
身
体
検
査
替
、
写
真
各
一

一

一

は

木

炭

の

あ

き

俵

、

古

か

ま

ず

な

一

を

自

由

開

放

す

る

と

と

に

な

っ

て

一

ピ

ル

)

一

部

を

九

月

十

五

日

ま

で

同

組

合

支

一
ム
屋
内
外
を
く
ま
な
く
掃
除
し
、
一
ど
に
入

れ

て

ご

み

箱

の

と

と

ろ

に

一

い

ま

す

。

一

一

部

へ

出

し

て

く

だ

さ

い

。

九
月
十
八
日
か
一
台
所
、
物
置
な
ど
の
清
潔
整
頓

一ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
一

i
?
?き
そ

3、S
?
4
d
e
s
-
4
4
s

ム
畜

舎

、

鶏

舎

の

清

掃

整

備

(

保

険

衛

生
課
)

(9月中旬号)

ほ
か
は
昨
学
京
以
上

(
大
村
公
共
間
業
安
定
所
)

に畏問月さいで
出崎にーれ
場市第日たな昼
のでこか ~L お食
乳開次ら児、を
(児か検十に検持

仁れ診月つ診参
決るを十いのし
定県行日て結て
生し審なまは 果 く
課ま査いで、選だ
)ず会、の十出さ

6 6 んでまでつ

空室a長宣言ぎ奇吉正三職業訓練
科資問(昼 だ公希のコ
は稽)問夜ラさ恭望訓石生を募集
日間ジい職者練同

校ラ '-" '-"オ o業は生 E
卒 ジ ガブテ 安九を智十職
以オ スロレ 定月募増月第県
上テ 熔ッピ 所二築設ー訓立
、レ 接ク修 ヘ十しす日練佐
そピ エ建盟 申日てるか所世
畠の修 科築工 込まいのらは保

Eだとうー l繋午動
の会『さは 望 般文前指 思
-f い福んの化九導同
お衆:。祉で 方会時者叉
知電 t 要 いも舘か研協
戸当 t 務ま多でら修会
り両 E 所す数開 長会で
せ詩 i へ 。受 催時そ'-1:
重j おく請し市九 県
i たわ さま浜 月民
1;し2す口十健

E ぃーの町 三 康
' くとよで 仁El日運

m目
、
赤
ち
ゃ
ん
の
検
診

八
月
末
ま
で
の
出
生
児
が
対
象

(第222号)

楽

し
レ、

り大村市政だよ

敬
老
思
想
の
普
及
な
ら
び
に
老

一

②
最
高
令
者
(
市
内
本
小
路
五

人
福
祉
の
増
進
を
は
か
る
た
め
、

一班
六
二
、
真
弓
か
ね
さ
ん
、
元
治

九
月
十
五
日
の
と
し
よ
り
の
日
を

一
元
年
ニ
月
二
十
九
日
生
、
九
十
五

中
心
に
卜
五
同
か
ら
二
十
一

日
ま
一
才
)
に
記
念
写
真
贈
呈

で
、
全
国
的
に
「
と
し
よ
り
の
福

一

①
市
内
各
浴
場
、
理
繋
居
、
あ

祉
週
間
」
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

一ん
ま
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ

す
。
市
で
は
つ
ぎ
の
行
事
を
行
な

一l
ジ
業
者
の
ご
協
力
で
、
つ
ぎ
の

い
ま
す
の
で
、
市
民
皆
さ
ま
の
と
一
と
お
り
特
別
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一て
い
た
だ
く
と
と
に
な
り
ま
し
た

あ
ん
ま
、
理
髪

な
と
宇

一の
で
、
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

額
サ
ー
ビ
ス

一
刊
期
間
九
月
十
五
日
か
ら
ニ

(
市
の
実
施
事
項
)

一
十
一

日
ま
で
(
た
だ
し
あ
ん
ま

①
お
祝
記
念
品
者
高
令
者

(
九
一
は
り
、
き
ゅ
う
業
は
十
五
日
は

月
十
五
日
で
満
八
十
五
才
以
上
)

一

休
日
)

百
三
名
に
贈
呈

一

同
該
当
者
七
十
才
以
上

{毎月 lS.10日.20日.発行)

多
一
良
岳
開
発
の
測
量

一

昭和34年 9月10日
(昭和33年4月22日第三種郵便物認可)

写

真

で

空

か

ま
す
。

ら
も

(一)

多
良
岳
地
域
開
発
事
業
用
地
の
一
果
に
つ
い
て
調
査
巷
進
め
る
と
と
一

実
施
期
間

実
地
測
量
を
九
月
二
十
日
ど
ろ
か
一
に
な
っ
て
お
り
、
と
の
調
査
の

こ
ら
三
十
日
ま
で

ら
市
職
員
が
市
内
全
域
に
わ
た
っ
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

一

て
実
施
し
ま
す
の
で
、
地
元
関
係
一
ま
た
県
で
は
同
開
発
事
業
計
画
一

Ez-fizz--ZE
e-

者
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
の
原
図
を
作
る
た
め
近
い
v

っ
ち
航
一

一い
ま
す
。

こ
の
測
量
ほ
長
崎
、

佐
賀
県
石
機
に
よ
る
写
真
測
量
を
実
施
し

一

自

転

車

の

登

録

は

j
小

一乾
馬
場
監
禁
地
区
日
古
町
伊
藤

に
わ
た
り
豊
か
な
土
地
と
水
資
源
亨
・

一

v
i
l
li
-
-
i
i
i
i
i
jし
一

政

治

宅

れ
れ
わ
れ
川

匂

臨

時

一

弘

司

日

揺

れ

諒

一

γす
み

ま

し

た

か

一

小

開

在

所

地

区

け

桜

馬

場

田

中

三
下
一
年

農

業

未

開

発

基

本

調

査

一

い

ま

す

の

で

、

と

れ

ら

の

嗣

諮

問

を

一

一

目

一

杭

出

津

莞

所

地

区

日

杭

出

庫

住

地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
震
省
移
動
し
た
り
、
請
し
な
い
よ
う
一
本
年
度
の
皇
駐
車
の
登
録
孝
一
程
防
犯
系
合
畏
に
お
た
ず
ね
の
一

宅
親
和
会

で
現
地
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
一
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。
一
地
区
防
犯
組
合
で
八
月
上
旬
実
施
一
う
え
阜
め
に
登
録
を
し
て
く
ら
一
喜
駐
在
所
地
守
護
マ

1
ケ

す
が
、
本
年
度
は
さ
b
に

開

発

の

一

(

企

画

室

)

一し
ま
し
た
が
、
登

録

を

し

て

い

な

一

ぃ

。

一

ッ
ト
溝
上
太
久
馬
宅

可
能
性
お
よ
び
方
法
と
開
発

注

一

与
が
見
受
げ
ら
れ
ま
す
。
も
し
一
な
お
、
西
大
村
地
区
防
犯
組
合
一
(
市
民
課
)

-ま
だ
登
録
を
し
て
い
な
い
方
は
各

一で
は
つ
ぎ
の
地
区
制
で
実
施
し
て
一

E
E
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
E
B
i
l
l
i
-
-
I
B
E
l
l
i
-
-
l
E
E
l
-
-
i
l
l
1
1
1
1
E
B
i
l
l
i
-
-
B
E
l
l
i
-
-
B
i
l
l
i
-
-
E
B
i
l
l
i
-
-
E
a
l
-
-
E
B
i
l
l
i
-
-
E
I
 

和
語
講
習
会

l
十

七

州

午

後

一

時

?

午

後

四

時

、

市

中

央

公

民

館

で

開

く

・

献

立

は

魚

の

コ

ロ

毛

揚

げ

、

二
十
円
)
九
月
十
八
日
ま
で
一

十

才

日
給
百
七
十
円
以
上

ム
紡
績
工
愛
知
県
伊
藤
喜
毛
織

一

(
干
二
百
六
十
円
)

(
職
種
、
事
業
所
、
性
別
、
人
一
(
株
)
女
十
人
十
五
J
三

と
ゴ
ム
工
神
一
戸
甫
柴
田
ゴ
ム
ヱ

-
員
、
年
令
、
月
牧
(
)
内
は
一
十
才
六
千
円
(
千
一
二
百
五
十
一
業
(
株
)
女

三
十
人
十
六

昭
和
三
十
四
年
度
汚
物
搬
出
手
一
食
費
の
唄
)

一

円
)

一

J
二
十
才
日
給
二
百
二
十
円
J

数
料
第
二
期
分
(
七
J
九
月
)
の
ム
紡
績
工
愛
知
震
成
化
繊
紡
一
ム
炊
事
婦
愛
知
県
飯
田
毛
織

一
二
百
三
十
円
(
一
一
千
)

納
額
告
知
書
を
九
月
十
五
日
付
で
一
繍
大
口
工
場
女

二
十
人
一
(
資
)
女

二
人

二
十
五
、
一ム
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
組
立
工
女

町
務
連
絡
望
通
じ
て
鞘
付
す
る
一
十
五

l
二
十
台
一
才
六
千
円
一
六
才
手
取
五
千
円

一

人
員
未

定

昭
和
三
十
一
了
ゴ
一

乎
定
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
そ
れ
一
(
千
三
百
五
十
円
)
九
月
十
七
一
ム
タ
イ
ル
工
岐
車
県
高
山
製
陶
一

十
四
年
早
卒
七
千
四
百
円

以
前
に
転
出
あ
る
い
は
転
居
さ
れ
一
回
選
考

一

所

女

五

人

十

六

J
二
十
一

1
七
千
八
百
円
(
二
千
三
百

る
方
は
保
険
衛
生
課
ま
た
は
)
も
一
ム
紡
繍
工
愛
知
県
都
築
紡
績
一
才
手
取
二
千
八
百
円

一

円
)
九
月
十
五
日
ま
で

よ
り
の
出
雲
に
ど
連
絡
く
だ
三
(
株
)
女
二
十
人
十
五
J
一
会
主
岡
山
県
岡
山
製
織

玄

紡
績

工

愛

知

霊

祭

繍

名

ぃ
。
(
保
険
衛
生
課
)
一
二
十
五
才
六
千
円
(
千
六
百
一
(
株
)
女
五
人
十
六
J
二
一
古
屋
工
場
女

十

人

年
令

s

・g・EB
i
l
l
i
-
-
I
E
B
i
l
l
i
-
-
-
-
l
i
l
i
a
-
-
l
l
l
l
l
l
i
l
l
l
l
l
l
I
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

カ

ボ

チ

ャ

の

ポ

l
タ

l
ジ

ユ

で

、

詩

師

は

県

大

村

保

健

所

の

関

栄

養

士

。

健
康
運
動
指
導
者

の
研
修
会
:
:
向
日

a------E-TA・F
・-TI--E・
E・-7
4.，

-lゲ
航
空
ま
つ
り
ん
聞
く
l

「
初
日
は
矧
空
勝
手
」
自
由
開
放
i

コ

ミ
手
数
料
の
一
日
求
人
案
内

H

告
知
書
を
何
回
送
付

イ

カ

の

グ

ラ

タ

ン

、

日
農

事

メ

モ

〔
水
稲

〕
台
風
対
策
H
台

風
の
時
は
倒
伏
を
少
な
く
す
る

た
め
に
水
を
深
く
た
め
る
と
と

で
す
。
台
風
害
を

う
け
た
出

問
、
登
Mm
期
れ
稲
に
は
尿
素
の

都
一一
州
散
布
を
行
な
っ
と
減
収
を

少
な
く
す
る
と
と
が
で
き
ま

す。葉
イ
モ
チ
の
発
生
し
た
水

田
で
は
糟
首
イ
モ
チ
の
発
生
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
穂
揃
期
L
水

銀
粉
剤

一
0
ア
ー
ル
当
り
四

J
ぐ
ら
い
散
布
し
ま
じ
よ
う
。

線
虫
心
枯
病
は
出
穂
後
は

な
か
な
か
四
月
わ
け
に
く
い
の

で
、
問
時

r
ろ
ま
で
わ
間
に
発

一

生
の
有
無
を
確
認
し
て
お
き
ま一

し
よ
う
。
発
生
レ
た
ほ
場
の
も
一

の
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
種
子
と
一

し
て
は
適
当
で
は
あ
り
ま
せ
一

ん
。

一

己
エ
は
出
開
後
八
日
ぐ
ら

い
た
つ
と
発
芽
す
る
力
が
あ
り

ま
す
。
早
期
に
抜
き
と
っ
て
来

年
の
発
生
源
を
少
な
く
す
る
よ

う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〔
そ
さ
い
〕
秋
馬
鈴
薯

H
植
付
適
期
は
九
月
上
旬
で
す

か
ら
、
ま
だ
す
ん
で
い
な
い
と

と
ろ
で
は
、
早
く
植
付
ま
し
ょ

う
。
植
付
は
朝
早
く
涼
し
い
と

き
に
行
な
い
、
暑
い
日
申
は
さ

け
ま
し
ょ
う
。

宝
葱
リ
品
種
に
よ
っ
て
播
種

問
を
き
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
早
生
は
適
期
を
す
ぎ
て
い

ま
す
の
で
、
急
が
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
泉
州
系
は
九
月
二

十
日
前
後
、
晩
生
の
甲
問
責
は

九
月
下
旬
に
捕
種
し
ま
す
。
病

害
防
除
の
た
め
ク
ロ
ー
ル
ピ
ク

リ
ン
で
十
、腐
を
消
毒
す
る
と
効

果
が
あ
り
ま
す
。

結
球
白
菜
H
脱
出
白
来
日
」し

て
九
月
下
旬
か
何
十
月
ト
一旬
に

か
け
て
野
崎
存
時

一号
、
侵
岡

交
配
一
時
な
ど
を
ま
き
ま
す
。

な
た
ね
H
帰
種
刷
ぱ
苗

υ作

り
方
で
異
化
り
ま
す
。
仮
岨
を

し
な
い
も
の
は
九
月
下
旬
が
適

期
で
十
五
日
ン
間
隔
に
点
播
ず

る
。
市
川
崎
ず
る
鳴
合
ぱ
九
月
中

旬
に
し
ま
ず
・
と
れ
よ
り
早
く

ま
く
ル

菌
核
病
に
か
か
り
易

く
、
ま
た
宵
虫
の
被
害
も
多
く

な
り
ま
す
。

柑

橘

H
ガ
ス
嬬
燕
の
す
ん
で

い
な
い
圏
は
急
い
で
行
な
い
ま

す
。
ミ
カ
ン
ハ
ダ
一
一
、
ヱ
カ
キ

虫
の
発
生
に
注
意
し
、
ハ
ダ
ニ

に
は
フ
ヱ
ン
カ
ブ
ト
シ
一
千
i

一
ニ
千
倍
液
を
(
早
生
を
除
く
)

エ
カ
キ
虫
に
は
硫
酸
ニ
コ
チ
ン

八
百
倍
被
か
特
殊
リ
ン
デ
ン

(
へ
ノ
チ
オ
ン
)
六
百
倍
液
を

散
布
し
ま
す
。

幼
木
闘

ω間
作
と
し
て
ル

l

ピ
ン
、
蚕
豆
、
ク
ロ
パ
ー
な
ど

の
緑
肥
を
中
旬
中
に
ま
き
ま
し

ょ
v

つ。

不
問
日
給
二
百
五
十
円
!
こ

百
八
十
円
(
千
六
百
二
十
円
)

臨
時
工

(
八
カ
月
)

A
機
械
見
習
愛
知
県
古
沢
鉄
工

所

男

四

人

十

六

J
二
十

才
六
千

1
一
万
円
(
三
千
円
)

ム
機
械
見
習
愛
知
県
市
川
鉄
工

所

男

三
人
十
六
!
二
十

才
日
給
二
百
二
十
円

t
一一百

三
十
円
(
二
千
八
百
円
)

(
大
村
公
共
職
業
安
定
所
)



が
hv
な
ん
と
情
な
い

国
民
だ
ろ
一的
に
各
職
場
、
団
体
を
通
じ
て
復

日
健

一
'つ
h
q

と
な
げ
い
た
、
と
い
わ
れ
一
元
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
げ

戦
争
と一

て
い
ま
す。

一
で
す
。

い
え
ば
一

と
い
う
の
は
、
日
露
戦
争
で
未

一

市
民
の
皆
さ
ま
も
、

と
の
h
q

誇

す

ぐ

一曾
有
の
戦
果
を
あ
げ
た
、
と
い
う
一
り
。
を
さ
ら
に
永
久
に
保
存
す
る

。
臼
本
一だ
げ
の
G
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で
一た
め
に
静
財
を
お
贈
り
く
だ
さ
い

て
句
、
h
q

民
族
と
レ
て
の
誇
り
h
q

に
一
ま
す
よ
う
と
協
力
を
お
願
い
い
た

海
々
戦
一

一

一
た
い
し
て
、

き
び
し
い
も
の
や
感

一し
ま
す
。

の

勝

一

一

!

一

じ

さ

せ

た
、
と
思
わ

れ
る

の
で

一

な
お
、
一て
笠
保
存
会
大
村
支
部

柄
。
と
一
す
。

一

の

事

務
局
は
市
内
下
波
止
大
村
宵

言
悩
さ

一
と
う
い

っ
た
底
味
か
ら
、
国
内
一
果
内
(
代
表
者
今
里
和
夫
)
に
お

れ
て
い

一の
心
あ
る
人
た
ち
が
提
唱
し
て、

一
い
て
あ
り
ま
す
。

る
ほ
ど
一
三
笠
保
一
仔
会
が
結
成
さ
れ
、
今
国
一
(
一
ニ
笠
保
存
会
大
村
支
部
)

で
、
乙一

県
下
青
年
団
の
体
育
祭

れ
は
、
日
本
国
民
ば
か
り
で
な

く
、
諸
外
国
の
人
た
ち
も
、

完
全

勝
利
を
も
た
b
レ
た
肱
雌
三
笠
の

川
酬

の

選

手

二

千

名

が

参

加

活
躍
ぶ
り
に
調
心
を
持
っ
て
い
る
一

ほ
ど
で
す
が
現
在
、

こ
の
三
三

一

県
下
背一体
大
会

(
体
育
の
部
)

一一

落

し

物

…
ム

8
リ

3
3
v

一が
一一
十
七
白
市
内
玖
島
崎
総
合
グ
一
「1
Ba
l
l
i
s
-
-
i
s
a
l
-
-

…
3
目
頭

横
須
賀
港
内
の
片
隅
に
捨
て
ら
れ
一

品

一

王

一一

、
ド
ほ
か
凶
カ
所
で
、

県
教
一金
千
三
十
五
円

(百
円
札
十
、
十

て
い
る
の
で
す
。

一

一

一
委
県
育
協
共
催
の
も
と
に
行
な
一円
貨
一
ニ
、
五
円
貨

一
)
ム
8
月
げ

第
二
次
大
戦
終
結
ま
で
は
、

五
一
わ
れ
ま
す
。

一

日
腕
時
計

一
コ

(
ク
ロ
ー
ム
丸

月
二
十
七
日
を
海
軍
記
念
同
と
し
一

参
加
対
象
は
八
市
へ
郡

ω背
年

一九
型
三
針
、
金
バ
ン
ド
付
)
ム
8

て
、
往
時
内
戦
勝
を
祝
わ
れ
た
同
一

団
員
約
二
千
名
で
競
技
は
陸
上
競

一月
四
日
腕
時
計

一
コ
(
セ
イ
コ
ー

艦
は
、
明
後
マ
ス
ト
、煙
突
、砲
塔一
技
を
は
じ
め
、
剣
、
柔
道
、
卓

一十
七
石
金
バ
ン
ド
付
)
ム
8
月
初

は
も
ち
ろ
ん
、
甲
板
、
附
橋
舷
側
一
球
、
パ
レ
l
、
相
撲
の
六
種
目
と

一
日
腕
時
計

一コ

(女
物
五
型
、
長

も
ほ
と
ん
ど
破
一蹴
さ
れ
、
む
か
し
一
な
っ
て
い
ま
す
。

一方
型
シ
チ
ズ
ン
十
七
石
)
ム
8
月

一

大
利
市
か
ら
郷
土
の
栄
誉
を
に

一
初
日
腕
時
計

一
コ

(セ
イ
コ
ー
十

の
お
も
カ
げ
は
な
い
の
で
す
。

一

な
っ
て
約
百
五
十
名
が
と
の
大
会一

型
、
金
バ
ン
ド
付
)

乙
の
よ
う
な
、
無
惨
な
訟
を
し
一に
参
加
す
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま

一以
上
い
ず
れ
も
現
金
は

霊

童

一す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
と
声

一品
物
は
大
村
警
察
署
に
保
管
し
て

て
い
る
艦
を
み
て
、
米
軍
の
幹
部

一援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一あ
り
ま
す。

(大
村
警
察
署
)

(二)(第222号)

国民の誇 りと三笠 ミを

市民の浄財で復元

りよfゴ政市村大(毎月1日.10日.20.日発行〉

ク
国
立
公
園

〆の
歌
を
募
集

み
ん
な

で
気
終
る
に
歌
え
る
も
の

の 理 強 歌 との し 国 は
な。 i弾調え 内に歌て 立 乙 厚
お さし ゐ 容な 。、 公 と 生
(iJ せ、もは つ の 全 国 し省
¥.v る 国 o.J 、て敵国 大 行
文 乙 立で 国 い 詞 か 会な 国
体 と 公 、 民 ま を 6 のわ 立
、 に閣 自 が :sr募 。 開 れ 公
用 役1.1_1 然 知; 。 集国 悩 ゐ |到
語 立 趣 愛が ず立そ 第 協
、 つ 宙諮 る る公 記ー 金
字 も を を に こ闘 ;包 囲 で

す 年 三 親 の 卒数
円 長 二 回 入 。ー 十 締し ω I直、
と 賞等賞選 月 日 切む 自な節
な、 二、は 十 で り こ然去 数
つ副 名 副 一 五 入 はとの 現 は
て 賞、賞等 日選 三 の 美 で白
いと 国 とー と発 十 寓し 歌 由
まし 立 し 名 な 表四びさい ω
す て 公てで つは年な 、ゃな
。各闘五 厚 で 三 十 ど自 する
一協万 生 い十 一 -然 い べ
万全円 大 ま 五月 に もく

昭和34年9月 10日
〈昭和33年4月22日第三種郵便物認可〉

審
査
員
は
三
好
達
治
、
尾
崎

喜
八
、
厚
生

省
国
立
公
園
部

長、

国
立
公
園
協
会
理
事
長
、

日
本
放
送
協
会
会
長
の
各
氏
。

応
募
方
法
は

一
編
ご
と
に
住

所
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
一東
京

部
千
代
間
区
償
ケ
関
ニ
ノ
一
摩

生
省
内
国
立
公
園
協
会
。
国
立

公
園
の
歌
h
q

募
集
係
あ
て。

(商
工
水
産
課
)

ズこでフ 芳之

515雲雰
未|よ Lこ Fア
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;t~州側も開制

2体二制

(
4
月
1
日
1
4
月
却
日
)

A
宮
代
郷

一
七
八
九

勢

上

信
夫

三

男

正

3
・

n

ム
玖
島
郷
五
七

堂
本
善
彦

長

女

淳
子

勾

八心
原
口
郷
三
四
七
荒
木
義
俊

三
男
秀
人

口

A
徳
泉
川
内
郷
四
九

ニ

吉

川
軍

春

二
女

末
子

部

ム
中
岳
郷
四
一

一

回
申
武
司
郎

一二
男

武

久

お

A
西
三
城
町
一
一
ニ

古
賀
正
行

三

女

悦

子

初

ム
水
主
町

一
丁
目
七

一
四

笠
野

茂

四

男

利

夫

M

ム
徳
泉
川
郷

一
O
九

浦
田
兵

一

長
男

龍
一

位

ム
池
田
住
宅

一
五
号

坂
元
貞
美

二

男

彰

却

ム
杭
出
津
郷
五
六
九
政
所
指

長
女

淳
子

出

ム
並
松
郷

一
九

一

草
野
一
男

長
男

祐
二

お

ム一

ノ
郷

一
一
一
六

橋
本
保
庄

;・1¥お

('，;." ..~ 

，，)(?，;.!v:! 

み

(4
月
1
日

t
6
月
お
凶
)

企
杭
出
砕
郷
五
四
九

千

二
男

紀

元

Y
A
 

企
森
闘
郷
五
二
七

江
頭
作
次

本

人

目

才

5

企
杭
出
津
郷

一一

ニ
九

若
丸
勝

一

長
男

修

口

才

5

A
岩
松
郷
一ニ
O
一
ニ
高
瀬
栄

本

人

印

才

4

A
一
ノ
郷
一

二
六
橋
本
保
生

長

女

澄

子

0
才

3

A
並
松
住
宅
一
五
号
尾
崎

突

二
女

久
美
子

0
才

3

a抗
出
陣
三
区
三
一
ニ
六
号
菊
楽

猪

一

郎

母

モ

ト

日
才
4

A
甲
信
郷

一
一
七
三

今
笛
侃

父

勇

一
郎

ω才
4

企
除
平
郷

一
四
九

永

田
仁
作

同

居

田

申
友
吉

乃

才

6

小
村
知
書

問
才

4

長
女

澄

子

4
・
1

一〈
一徳
泉
川
内
九
七

長
男

和
幸

5

一
A
卒
小
川
郷
一一
一四

徳
田
栄
作

一

守

長

女

保

子

日

一

ム
杭
出
津
郷
二
九
三

〈
乾
馬
郷
ニ
六

四

白

水
淳

畏
一

長
女

千

照

美

ム

ニ

ノ

郷
三
三
二
今
村
英
雄

一

畏
男

栄
一

郎

3-
m

一ム
水
田
二
区

一
O
九

号

楠

田

俊

一

長

男

明

彦

日

男

渉

3
4

一ム
玖
島
郷
六
四

岩

吉

署

長

一

長

女

純

子

3

一
会
図
郷
五

石

竹

村
清

三

郎

コ
一男

俊

昭

日

一ム
皆
同
郷
五
四
四

赤
屋
久

一

ム
日
間
郷
お

四
却
前
田
空

一

男

学

3
-m

一ム

肘

町

長

市

田

英
人

一ニ

一
A
d
b

d

L

.

U
辺
満

一一一

A
md
h一一
一
以
津
田
耕
治
一ム
時

郷

川
崎
六
日
中
村
岩
松

一ム
杭
出
津
郷
郷
七
八
六
坂
田
嘉

↑ム
杭
出
津
郷
九
ニ
ス

ミ
尾
正
人
一

女

ふ
さ
子

3

一ハ
武
部
郷
五
九
三

志

出
光
夫

一

長
男

彰
樽

紅

ム
池
田
郷
里

五

今
里
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